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小金井市都市計画マスタープラン

令和３年度市民協議会

【武蔵小金井地域】の結果・まとめ

日時 令和３年６月２６日（土）午前１０時から

場所 小金井市役所本庁舎３階 第一会議室
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１ 開催概要 【武蔵小金井地域】

・６つのテーマについて、３グループに分かれグループワークを行いました。
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＜主なテーマ＞

１ 地域の防災・防犯の取組
例）防災訓練、子どもの見守り活動、顔の見える地域づくり 、

避難路の確保が必要、みどりを活かした防災まちづくり など

２学校（小学校や大学等）と市民との連携等
例）学校を勉強等の場として活用、商店会と学校の連携・イベント開催 など

グループ
ワーク１

３地域コミュニティ活性化に向けた取組
例）日常的に集まる場所・施設、世代間交流の場づくり、空き家の有効活用 など

４ これからのライフスタイルに関わる取組
例）リモートワーク、地域密着型の就業場所の確保、健康への取組 など

グループ
ワーク２

５歴史、文化、自然の活用方法
例）神社等での伝統行事、歴史・文化等の回遊手段、

みどりをやすらぎ・交流の場等として活用、保存樹林・屋敷林の保全など

６経済の活性化に向けた取組
例）地域に根ざした商店等のPR、小金井野菜の庭先販売、歩いて暮らせるまちづくり など

グループ
ワーク３



１ 開催概要 【武蔵小金井地域】

Ａ

Ｂ Ｃ

ファシ2

ファシ1

ファシ3

ファシリテーター
が移動

・参加者はA～Cの３グループに分かれ、３人のファシリテーター（進行
役）が2テーマずつ受け持ち移動することで、６つのテーマについて意
見交換を行いました。

＜進め方＞
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※ｐ4以降の意見交換結果では、各グループからの意見を色分けしています。
Ａグループ（ ） Ｂグループ（ ） Ｃグループ（ ）意見内容 意見内容 意見内容



１ 地域の防犯・防災の取組 ２ 学校（小学校や大学等）と市民との連携等

２ 意見交換結果 グループワーク１ 【武蔵小金井地域】

精神保健医療施設
①地域生活支援センターそら
②つどいの会＝心の声勉強会
③小金井生活支援を考える会
④あじさい会・家族会

小金井市福祉部
障がい者
地域自立支援協議会

国際法人権条約
1.子どもの権利条約
2.障がい者権利条約
nothing about us 

without us
第三者が勝手に決め
るな！！

あん工房
スペース楽
スペース楽２
希望の家
こころ

救急医療災害支援情報キットを
活用することが大事（地域福祉
課）

男女共同参画社会宣
言都市
小金井

小金井市と三宅村の友好都市宣
言

ネットワーク、フットワーク、
チームワークのマネジメントが
必要

災害時
対応の周知を丁寧に！！

特に、水・トイレ（断水時の対応策を準備
しておくことが重要）

防災の取組は、防

災会という組織が

主体

防災マニュアルが古い

自治会幹部が防災訓練に参加

自治会がなくなっている

存続させる方法の検討が必要

年に一回くらい市内防災訓練

今はマンション単位など

①町会が危険物倉庫を持っていない
（非常事態の訓練が小規模とならざるを得ない）

自治会に新しい人が入らない

魅力的な自治会づくり

自治会の役割を明確に！！

行政の関わり方が大事！！

地域の顔が見える取組

災害時の名簿管理

①学校とSNSで連携できている
②最近よくわかっている

ギガスクール構想 学校単位
親父の会

市内14校の内13校
PTA活動

地域と学校内の多世代交流の
場づくりが必要

●学校のマニュアル

●行政計画
整合していない

●防災への関心が足りない・共通認識がない

●意識改革

各主体の連携が必要

学校

地域

行政

公共団体

多様な人への対応 防災

自治会・町会

ギガスクール構想 地域とのつながり

多世代交流

精神、保健、医療、福祉施設

小金井市市民憲章
小金井市高齢者憲章

学校の防災マニュアルと行政計画が整合

各主体の連携が必要であり、連携して初めて防災・

防犯に関わる取組につながるのではないか

各主体の計画の共有が必要

SNSを活用した情報発信

団地・マンションの防災対策が重要

防災アプリの活用

JCOM等、

メディアとの連携

「自分事と他人事をつなげる」意識

具体的な対策・情報発信

根本的
問題
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２ 意見交換結果 グループワーク１ （テーマ １ ２ ） 【武蔵小金井地域】

通学路が危ない ５年前はワンワンパトロー
ルという取組があった（小
学校と市民が連携）

住宅の
建替え

子どもが多く危険

だけどコミュニティ
として大事

北大通りの坂が急
で、道がせまい

市外の高校に通ってい
るが、将来は小金井市
に戻りたい

ラジオ体操

交通規制
が複雑

前原町では裏道を車が通り
抜けするため危険

南北の車の移動で通り抜け
車両が多い（朝・夕）

子育て・高齢者の拠点
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３ 地域コミュニティ活性化に向けた取組 ４ これからのライフスタイルに関わる取組

年寄が増加、病院通院
時は近隣で補完

ジェネレーション
ギャップをどううめる
かがコロナ後の課題

悩むとは？物事を複雑に考える
考えるとは物事をシンプルにしていく
シンプルとは分かりやすくすること

地域コミュニティの存在を認知できてい
ない
どうやって探せばいいのか知りたい

どこに聞けば良い

行政内の連携
がまず必要！

市ができることを
やるべき

SNSを通じたコミュニティの有効活用

子育て世代と高齢世代のつながりが必要

高齢者対応見守り
システムの導入

信頼関係をどう作るか？
→市がやると信頼性が高い

サークル活動はあるが、
やっているかわからない、高齢者多い

どうすれば良い

高層マンション住
民との交流が必要

価値感が異なる
新住民を下にお
ろす工夫

高層マンションとの交流

つながりあう場所はあるけ
ど活用されていない

コミュニティ活動のための
ウェブサイトをつくる計画
があったらしい？
どうなったのか知りたい

地域コミュニティの町会など
に市外で働く人、学ぶ人（若
者・中年）、住んでいる人が
参加しないという課題

働き手、学ぶ人のコミュニ
ティと居住する人のコミュ
ニティを結ぶ方法の欠如
（同じ地域なのに交わって
いない）

コミュニティが情報発信・交
流するための行政支援が不足

国分寺市等他自治体とのつ
ながりもない

市民活動に対して行政が動かない

なんでこうなる

行政が動かない

町会等の活動が停滞、近所
付合いが希薄化町会と市のつながりが弱い

ミニ小金井では、子どもがお店を出す

キッズカーニバルもやっている

子どもに任せてみんながつながる
（子どもが動けば親も動く）

公民センターで子ども主体のイベント、
親も来る

イベントで人が集まる

コロナで公民館ホールの椅子がない

小さな公園など、たまり場が無い

集まる場所がない

集会場は子ども達の勉強・集まる場

市民ホールで、もっと勉強できるよう机を置くべき

ホールは密にならないので開放すべき

集会所等の適切な活用を

学校と気軽に交流できると良い

大学の緑を有効に活用していない

学芸大は、プレイパークがあり、
イベントもいっぱいやっている

学校のまち！ 学校×市民
もっと誇りに思うべきそこをつかう！

大学生と小学生のつながり

大学は、緑も含めてもっと連携・活用

公共交通
高齢者大変
コミュバス便数少ない

バリアフリー、市道の整備ができて
いない

のんびりゆったり交流するために、
歩く環境が悪い

バリアフリー環境の改善

小金井の魅力を高めるのと時代の
流れ的には自然環境。自然が人を
結びつける仕組みが大事

駅北口再開発、壁面緑化
こういう町だとわかる個性が
大事

再開発の公開空地は、南北連
携できると良い
道路を含めた一体的なイベン
ト開催

武蔵小金井のテーマは？
個性をつけたい。
駅を降りたら「あぁ、こんな
街ね」と見えるくらい

あれもこれもチョットずつではな
く特徴的な市のテーマを立て、
優先順位をつけて進めるべき

豊かな自然が人を結びつけている！

施設やコミュニティに対する
行政のビジョンを示すべき

個性・特徴のあるまちづくりを

コロナによってライフ
スタイルが変わった

仕事が地元でできる割
合が高い

コロナで変わった

緊急事態に対応できる
近所付き合い町会、コ
ロナ等

イノベーション
マーケティング
ドラッガーマネジメント

自由な発想
ベンチャー企業精神

若者が自由に活動できる
こと
ベンチャーとして世界へ

タイムマネジメント
時は金なり
人財人材育成

創業の活性化

農業勉強する人が増加

高架下スペースは利用しないのか？
もったいない！

サテライトオフィスの導入

有効活用・特徴を活かす
ワーキングプア
ひきこもり
シングル
8050問題
緊急的問題意識

二つのマネジメント
・PDCAサイクル
・OODAサイクル

その他

出会う場所
集う場所
居場所
人生気楽！

ヨーロッパ
米国、イギリス
スローフード、
スローワーク

少数派にこだわること
・ソーシャルワーク
・グローバルスタンダード
・地域コミュニティ
・地方自治経営

ダイバシティー

言葉と図解
誰でもわかりやすくする工夫を！

みんな違っていいさ
多様な人間がいてもいいのでは？

多様性の尊重

若い世代が参加しやすい集
まり

町会が衰退、各施設（消防とか）、
町会と市のつながり

高齢者・障碍者対応ができていない

自然みどりがみんなを引きつけ・結んでいる

若い世代が参加しや
すい集まり

市民ホール充実
公民センターの活用

閉鎖的

人の生活感と隣接
地との関わり

地域コミュニティ、メディアが閉鎖的

高齢者を見守る通信
機器の設置

空き家だけでなく空き
家の庭の植物も空地も
緑地として活かすべき

空き家等の活用

空き家→柿の木
楽しいもの、もったいない

空き家の雑草

精神保健福祉施設
Well bingのひとつ
元気、回復、行動、
プラン、リカバリー

SNS等の情報発信
善と悪の使い分け

レジデンス
しなやかな強さ
竹のように
しなやかに

趣味の世界を拡げてコ
ミュニケーション、自
然を大切に感じている

Aging in Place
住み慣れる、住み慣れた
まち、暮らし続ける事

ジェネレーションギャップをど
う埋めるか、コロナ後の課題

ジェネレーションギャップ
他者との社会と世代の絆

市民活力が中心

坂が多い
会館の前

コロナ 自然・魅力
→こういう個性をはっきりすべき

市のテーマ、優先順位

Observe
情報収集

Orient
状況判断

Decide
意思決定

Act
行動

２ 意見交換結果 グループワーク２ 【武蔵小金井地域】 6



樹木管理

公園管理

桜町上水

上之原

貫井北町

集会場

図書館

南口マンション前の広場
２つあると思うがイベン
トなどで連携しないのか

２ 意見交換結果 グループワーク２ （テーマ ３ ４ ） 【武蔵小金井地域】 7



５ 歴史、文化、自然の活用方法 ６ 経済の活性化に向けた取組

神社伝統文化の活用

神社についてPR活用していける
と良い

小金井市内の神社仏閣
コースを考える
歴史的な埋蔵品のICU
の博物館めぐり等

神社を回遊する仕組み
（子ども達にも知ってもらう）

古い伝統行事の維持
習い事を盛んに
太鼓叩き

文化の地域間のつながり

緑が点在
→ネットワーク化していく

みどりは水と一緒に考
えていく
みどりを育てるには水
が必要

みどりをつなげていく
→文化財を連携していく

ソーシャル
ネットワーク
ニートワーク
フットワーク
チームワーク

みどりのネットワーク

みどりの保全

緑の保全
都の自然環境50選
とうまくマッチングさ
せる
→農地活用（中町）

教育の一貫としての
・自然保護
・保護
地域と学校のつながり

東京都小金井市文化財
保護条例

公園管理に方針を！
どういう公園にした
いかないまま花壇が
作られている

公園が少ない
↓

地域の小公園を
作ってほしい

管理

みどりの創出

未利用の場所をみどりに
戻す

一度開発したら戻れない
システムを変える

宅地に緑を育ててもらう
・補助金、苗の支給
・管理サポート

緑の減少防止、農地の緑の保全のた
め、財政の投入

文化財の指定

農地だけでなく、自宅＋作業
場を相続するのが難しい

農地の維持・相続問題

地主・実家の相続
問題をどうするか

私有財産を
地域の財産として考えていかな
くてはならない

好きなことをやっている
と大切にする

緑を天然自然とせず人がつくるものとして
意識を変える行動を

樹木を施設としてとらえて管理している
（桜の伐採など）

自然を楽しむしかけ
知ることが重要

野川の清掃ボランティア
によるコミュニティ

大通りの緑を育てる
小金井街道：モクレン？
連雀通り：ヤマボウシ
大きく育ててほしい

農地相続問題

個人の地域活動のサポート、支援
公認するとか？

落ち葉の処理 落ち葉を捨てる方法が面倒

生垣の管理

標識にかかるような
樹木がある

空き家の管理

管理が市でない施設の
管理が十分でない
市と都の連携

五日市街道の街路樹の管理
（市民では対応できない）

小金井公園の活用
→コロナなのでしない

地域だけでなく
近隣市や東京都と連携し
た運用（小金井公園）

小金井を印象づけるものが必要

地域おこし
⇒テーマをきめて街づくり

小金井の特色ある産業を育てる

アニメ・聖地巡礼 はけの森美術館・ジブリの映
画の風景→発信する

小金井の水のきれいさを知らない
人が多い
もっと活かしていく

みんなの夢・希望
小金井の強み
①水②みどり③温泉施設
経済活性化？

産業を育てるための減税等の
政策が必要→強みをつくる

小金井の強みを作る

Build on strength

小金井の町の特徴を子どものころから知る
機会がない

公教育での地域史のしっかりとした教育を

小金井がどういう土地でどのようにできて
きたのか知ることが重要
（玉川上水・広葉樹）

他勢への理解拡大を

国際法の子どもの権利条約＆障碍者権利
（Nothing about us without us)

社会保障
マクロ・ミクロ
メゾット
財政とは？

小金井市
市民憲章

経済ECONOMY
経世済民

春の風に吹かれると何かに気づくこと
幸せは足下に転がっている

住みやすく・住み慣れ
たまち
最後まで地域で暮らす

リハビリテーション
ハビリテーション
リカバリー
リカバー
ラブマネジメント

しあわせ地蔵を知っているかい？

ポジティブ心理学
Well being（ウェルビーング）

緑地が宅地になる⇒規制が必要？

宅地化を防ぐために行政が緑を買い
取るのはどうか

農業は小金井の特徴として
地域野菜の特色で売り出す

小金井の主な産業は農業

農業を大学と連携した発展の盛り上
げを研究する

農地を活用・保全

多様性・小さな幸せを大切にする

道路整備にともない商業施設ができても
うまく連携できないケースがある

商店街の活性化をどうするか

生活の場だけでなく遊びができる場が必要
（温泉施設等のレジャー施設）

自然を楽しむことが管理につながる

特徴のある公園づくり

まず地域を知る

商店街の活性化

小金井の特徴を活かす、強みを作る

２ 意見交換結果 グループワーク３ 【武蔵小金井地域】 8



【東小金井値域】
小金井神社
菅原道真ゆかり

高架下
をもっと活用

親子のいこい
の場づくり

子どもがたくさんいる
地域コミュニティの場

２ 意見交換結果 グループワーク３ （テーマ ５ ６ ） 【武蔵小金井地域】 9


